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№ 11

この会報は、地球環境保全に考慮し再生紙を使用しています。

１．例　会………〈司会：プログラム委員会〉

　12：28　１．チャイム

　12：30	 ２．点　鐘……〈会長〉

	 ３．開会宣言

	 ４．国歌斉唱

	 ５．ロータリーソング斉唱……奉仕の理想

	 ６．講師・ゲスト並びにビジター紹介

	 ７．食　事

　12：45	 ８．会長挨拶並びに会長報告

	 ９．新入会員挨拶……池
いけ

田
だ

　直
なお

樹
き

会員

	 10．お祝い

（誕生日祝・結婚記念日祝・入会記念日祝）

	 11．幹事報告

	 12．出席報告

	 13．委員会報告

	 14．ニコニコボックス報告

	 15．次週並びに次々週のプログラムの予告

	 　（10 ／10）……	休　会（法定休日）

	 　（10 ／17）……

	 　　卓話

	 　　講師　地区危機管理委員会

	 　　　　　　委員長　黒田　勝基 様

（紹介者　中林　久美 会員）

　13：00　16．本日のプログラム

	 　　卓話　「天狗裁き」

	 　　講師　落語家　春雨や軍手 様

（紹介者　新海　伸二 会員）

	 17．謝　辞

	 18．点　鐘……〈会長〉

	 19．閉会宣言

　13：30	 20．散　会

ゲ ス ト

青少年交換学生　シェビラード・ランゼ さん

出 席

会員総数　94名　　出席免除　26名

出席義務者＋免除者の内例会出席者　83名

欠　席　10名　　出席率　87.95％

前々回（９／12）の修正出席率 100％

会 長 報 告

１）10月２日刈谷市国際交流協会事業のひとつ、ナマ

ステ、インディア2016	in	刈谷に出席してまいりま

した。マニプリ舞踊大変結構でした。

幹 事 報 告

１）本日、池田直樹会員が入会されました。会員数は

94名となります。池田会員は親睦活動委員会の配属

となります。

２）10月２日よりロータリー財団のロータリーレート

は102円になりました。
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会 長 あ い さ つ

真田丸と調停
加藤　哲也

　徳川家康が偉大であればあるほど、

「真田丸」の主人公真田信繁（幸村）

が敗者であるにもかかわらず、大阪

夏の陣での印象的な散り際で、幸村

は戦国武士の中で最大の人気者と

なっているのではないでしょうか。

　このドラマでは、私たちが知って

いる真田幸村ではなく、真田信繁という呼び方がされ

て、なんとなく違和感がありましたが、史実ではそれが

正しいようです。幸村の名前は、江戸時代の古文書にも

出ているようですが、江戸時代の権力者に遠慮して、赤

穂浪士の大石内蔵助が、仮名手本忠臣蔵では大星由良之

助として演じられているように、実名でなく幸村という

名前が使われたのではないでしょうか。しかし真田十勇

士と共に全国に知れ渡り、当たり前のように、真田十勇

士も実在し、猿飛佐助が戦国時代活躍して、家康を苦し

め、幸村が大阪冬の陣では真田丸で、夏の陣では野戦で、

さっそうと家康を追いつめたと信じてきました。

　「真田丸」の放映では、信繁と名前が違っている。何

か「変だぞ」と思った人は私だけでしょうか。この「変

だぞ」と感じることが、調停の場でも必要になると思い

ます。

　私は、先入観念を持たず、当事者の話を聞いて進める

ため、当事者の話をよく聴き理解していくように努力し

ようとしています。

　当事者が最初に「はい」と言って、ある程度決まった

ことが変わってしまったり、何か当事者が判断を渋った

りする、私たちは当事者の「我がまま」や優柔不断のた

めと捉えてしまいがちです。調停委員は、当事者が「はい」

と言って進めたのだから、自分の進め方はおかしくない

と考えるのが常識ですが、このような時「変だぞ」と感

じて、もう一度前提に戻って、前提の理解がされている

かを当事者に確認することも必要だと思います。

　調停は、当事者間の問題を解決するための手続きで、

（常識）が基準ではありません。極端な言い方になるか

もしれませんが、当事者間で合意ができ、他に影響を与

えなければ、調停委員の持つ一般常識から少し外れた結

論でも構わないのだと思います。むしろ、当事者のもの

さしを使って自分たちで解決するのが大切なのだと思い

ますので、調停委員側からの言葉にプレッシャーを感じ

るようなことは慎むように意識しなければならないと思

います。

　「真田丸」では、草刈正雄氏が演じている真田昌幸が、

前言を平気で変え、目的のためには常識外れの行動をし

て、信幸と信繁の兄弟を振り回しています。彼らは親子

ということもありますが、真田家の存続という目的がわ

かっているから、昌幸の勝手な振る舞いにも応じて、そ

の実現のために動いているのだと思います。

　私は、草刈正雄氏の演じる昌幸を相手にして振り回さ

れる信幸、信繁の兄弟を演じる大泉洋氏と堺雅人氏のよ

うに、常に当事者の立場を理解し、目的達成のため、素

晴らしい演技ができる役者の部分を持った調停委員にな

りたいと心掛けています。

金婚式のお祝い

大音　祖瑛 会員

金婚式のお祝い

　　堀　　正剛	会員

銀婚式のお祝い

　　加藤　英樹 会員

古 希 の お 祝 い

塚本　幸夫 会員　　室殿　　豊 会員

お 祝 い

10月の会員の誕生日…坂茂、太田保、野村重彦、堀正剛、

内藤耕造、大音祖瑛、深谷稔彦、加藤恒治、塚本幸夫、

室殿豊、新海伸二、山下雅則会員。

配偶者の誕生日…羽田孝子（育哉）、加藤多津枝（哲也）、

下谷裕子（敏朗）、田中恵里子（正之）、出口うつみ（達

也）、加藤未友紀（大志朗）様。

結婚記念日…坂茂、太田保、大音祖瑛、堀正剛、盛田豊一、

前田孝司、杉浦世志朗、小野雄司、太田宗一郎、加

藤真治、河内利夫、兵藤文男、横山宜幸、加藤英樹、	

深谷嘉英、深谷稔彦、髙橋満典、鬼頭一浩会員。

10月度入会記念日…大竹憲治、吉原孝彦会員。
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クラブフォーラム

卓話　「天狗裁き」
落語家　春雨や軍手	様

★あらすじ　お咲がうたた寝している亭主の喜八の顔を

見ると、笑ったり、怒ったり、うなされたりしている。

何か夢でも見ているのだろうち揺り起こして聞くと、夢

なんか見ていないと喜八。お咲はかちんときて、「女房

にも言えんような夢見てたんか」、喜八は、「アホ、見て

たら言うわい」で、おさまるかと思いきや、引き下がら

ないのがお咲さんだ。言い合いから、口喧嘩、はては掴

み合いの夫婦喧嘩、「さぁ、殺せ！」なんて有様にエス

カレートとした。まあここまでは日常茶飯事、二人の道

楽みたいなものだが。

　また夫婦喧嘩かと隣の徳さんが飛び込んで来て、間に

入って喧嘩の訳を聞いて、「そんなアホらしいことで喧

嘩するな」と収める。徳さんはお咲をお茶でも飲んで来

いと自分の家に行かせ喜八に、「ほんまはどんな夢見て

たんや？」と聞く。お前もかとあきれて喜八、「俺ほん

まに、夢なんか見てへんのや」、徳さんは、「兄弟分の俺

にも隠すのか」としつこい。喜八は、「見てない夢の話

なんかできっこない」と突っぱねて、また喧嘩が始まった。

　表を通りかった家主がこれを聞きつけ、二人の間に

割って入り、喧嘩になった訳を聞き、徳さんに、「夢の

話なんてくだらんことを聞きたがらずに、精出して働い

て溜った家賃を払え」と追い返す。そして喜八に、「面

白そうな夢を見たようだな。家主の俺には聞かせてくれ

るな」と膝を乗り出した。喜八は、「夢見てたら話すが、

ほんまに何にも見てない」と、もういい加減にしてくれ

だ。すると家主、「親子同然の家主に隠し事する店子は、

長屋に置いておくわけにはいかん」と店立てを言い立て

る始末。見てもいない夢のことで、こんな無理難題を吹

きかけられ、困った喜八は、「お恐れながら」と願書を

大坂西町奉行所へ差し出した。

　お奉行さん、こんな馬鹿馬鹿しいケッタイな訴え事は

前代未聞、「家主、町役などという者は、町人どもの鑑（か

がみ）とならねばならん。店子の見た夢の話を聞きたがっ

て、店立てを申したてるとは言語道断、不届き千万」と

家主を叱り飛ばし、晴れて喜八の全面勝訴となった。す

ると、帰りかける喜八に奉行、「あぁ、待て待て、女房

が聞きたがり、隣家の男が聞きたがり、家主までが聞き

たがったる夢の話、奉行にならば喋れるであろう」、ま

さかと足を止め茫然自失の喜八、まさに「奉行よ、お前

もか」だ。見てない夢は喋れないのだと、喜八は泣きな

がら訴えるが、怒った西町奉行は、「かくなる上は、拷

問にかけても夢の話を聞き出して見せる」とサド奉行に

変身した。可哀そうに喜八は、奉行所の松の木にぶら下

げられてしまった。

　こんなアホ臭いことで、ここまま死ぬのかと思うと腹

立たしいのを通り越して情けない。そのうちに、にわ

かにサァ－と一陣の風。ふわっと喜八の身体は宙に浮

き、気がつくと鞍馬山の大僧正ヶ谷。目の前には大天狗

がすくっと立ちはだかっている。「あのような者には人

は裁けん。その方が不憫（ふびん）なゆえ天狗が助け

た」、助けてくれた礼を言う喜八に天狗、「たわけたこと

よ、夢の話など聞いて何になる……」だが、天狗も人の

子？　だんだん聞きたくてしょうがなくなって来た。

天狗　「わしは、聞きとうはない。が、その方が喋りた

いというのなら聞いてやってもよい」

喜八　「ほんまに、夢なんか見てしまへんのや」

天狗　「天狗をあなどる気か。八つ裂きにして杉の梢に

掛けるぞ」と、鋭く長い爪を喜八の体へ伸ばして

きた。

喜八　「助けてくれ！　あ～あ～、助けてくれ－、あぁ－！」

お咲　「ちょっとあんた！　起きなはれ、えらいうなさ

れて、一体どんな夢見たん？」

新 入 会 員 紹 介

氏　　名　池
いけ

田
だ

　直
なお

樹
き

生年月日　昭和39年２月26日

推	薦	者　内藤　耕造 会員

職業分類　住宅建設

事業所名　株式会社　しらかばハウジング

役	職	名　代表取締役

所属委員会　親睦活動委員会


